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  依田林業新聞                   令和 3年（2021年）4月 
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 安全とは「許容できない危険がないこと」つまり、「安全を学ぶ」は「危険に学ぶ」

と言っても過言ではありません。そして、危険に学ぶ目的は、「危険感受性」を高める

こと、「危険予知能力」を身に着けることでもあります。 

林業の現場でも、さまざまな危険を具体的に「見て・聞いて・感じる」という作業者の

基本的な働きを通じて、危険予知能力を高める必要が大事です。 

それは単なる知識としてではなく、体験・経験を通じて学ぶことによって、安全意識の

向上を図るとともに、技術・技能の伝承に対する効果も期待できるのではないでしょう

か。とは言え、単に現場で「危ない体験」をすればよいのではなく、相手の立場になり、

作業によって、どのような危険かを感じ取って欲しいかを、自分自身がよく把握してお

く必要があります。高度な技を求めることに、それ程意味はありません。「体験」を通

じて何を学ぶか」「作業中の危険について、どんな災害が起こり得るか」「イメージを

描く」「危険に気付くこと」ができることが、大事ではないでしょうか。 

 

 

 

 

 

 

緊急連絡では、110 番と 119 番があります。どちらも連動しているので、問題ありま

せん。報告内容をしっかり伝えることが大切です。林業は危険を伴う仕事でもある為、 

報告・連絡・相談をしっかり行い、仕事に対しても私生活でも頭に入れておくことで、

いざという時に役立てましょう。 


